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◎説明後に頂戴したい意見

●地域住民：日常の移動について
（良く行く場所と交通手段）

●交通事業者：当該地域に合う公共交通のイメージ

●その他委員：今後の検討を進める際のポイント
など
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■説明の流れ

【１】忍頂寺車作線の動向

【２】交通環境

【３】公共交通の利用状況

【４】市の取組状況

【５-１】短期の対応

【５-２】中・長期の対応
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忍頂寺車作線（81・89・90・139系統）の路線廃止について

2.廃止区間概要

1.廃止系統

忍頂寺
忍頂寺小学校前

寿命院前
安元

車作クラブ前

車作

大岩口

彩都あかね2

彩都あかね1

彩都あかね口

板谷

・ 81：阪急茨木市駅～JR茨木～忍頂寺／希望ヶ丘東・余野
・ 89：阪急茨木市駅～桑野原橋～車作～千堤寺口
・ 90：車作～忍頂寺～上音羽
・139：銭原～忍頂寺

千堤寺口

希望ヶ丘東
福田

勝尾寺

彩都西駅

彩都あかね3

桑原橋

茨木山手台7

上福井

【廃止区間】
・千堤寺口～ダムパークいばきた前…約5.4キロ
・彩都あかね3～上福井…約3.1キロ
・銭原～忍頂寺…約3.6キロ

【廃止停留所】・17停留所
・忍頂寺、忍頂寺小学校前、寿命院前、安元、板谷、
車作クラブ前、車作、大岩口、彩都あかね2、彩都あかね1
彩都あかね口、銭原、銭原クラブ前、車川庄、稲葉庄、
長谷口、下音羽

木代

ダムパークいばきた前

清渓小学校

銭原
銭原クラブ前

車川庄

稲葉庄

長谷口

下音羽

彩都はなだ二丁目

2026年3月31日
阪急バス株式会社

【１】忍頂寺車作線の動向
令和９年（2027年）３月末の廃止予定であり、今後の進め方について協議申出を受けた。

廃止区間
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取扱注意

※廃止

※廃止

※廃止

※廃止

【１】忍頂寺車作線の動向
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●路線バス：阪急バス

●タクシー：法人タクシー（茨木市内に４社の営業所）、個人タクシー

●福祉交通：茨木市福祉タクシー料金助成サービス（重度障害・要介護等条件有）

茨木市社会福祉協議会「コミュニティカーシェアリング」
（銭原、大岩・安元のみ）

●学校教育：小学生は路線バス利用、中学生はスクールバスを運行

【２】交通環境（交通手段）
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※廃止

※廃止

※廃止

※廃止

廃止予定の
停留所



【２】交通環境（人口）

出典：2020年国勢調査

京都府
亀岡市

豊能町

箕面市

高槻市

地域 人口総数

大字泉原 692

大字佐保 326

大字桑原 216

大字車作 200

大字大岩 177

大字安元 157

大字下音羽 151

大字銭原 130

大字上音羽 124

大字忍頂寺 90

大字生保 77

大字千提寺 71

大字長谷 39

大字清阪 27

大字大門寺 21
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清溪地区

石河地区

見山地区



【３】公共交通の利用状況（交通手段分担率）
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高齢化率
24.3%

18.6%

45.3%

32.3%



【３】公共交通の利用状況（忍頂寺車作線の利用実績：令和７年乗車人数）
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忍頂寺車作線（4/21～12/31） 平日（166日間・3,652便） 土休日（89日間・1,157便）

乗車総数
41,312人

・１日あたり250.0人
・１便あたり11.5人

9,967人
・１日あたり112.0人
・１便あたり8.6人

うち、山間部の乗車人数
（豊能町内含む。）

10,732人
・１日あたり65.8人
・１便あたり3.0人

2,061人
・１日あたり23.2人
・１便あたり1.8人

通学便の乗車人数
※通学便の運行：157日間

3,886人
・１日あたり24.5人
・１便あたり3.1人

運行無し

市内の廃止停留所の乗車人数
※（ ）通学便

4,116人（2,940人）
・１日あたり25.6人（18.5人）
・１便あたり1.2人（2.6人）

679人
・１日あたり7.6人
・１便あたり0.6人

【山間部】彩都あかね口、彩都あかね１、彩都あかね２を除く。

【通学便】主に通学目的の利用を想定し、市補助により維持している便。

・便数：平日は22便、土休日は13便が運行している。（運行時間：６時台～20時台）
・利用：山間部の利用者が全体の約26％。廃止に伴い通学便や廃止停留所の利用者への対応が必要。



系統
始発時間
終着時間

（全体）
乗車人数

（山間部）
乗車人数

（山間部）
降車人数

81：余野→上音羽→忍
寺→彩あ→阪茨

7:29
8:44

26.1人/日
11.7人/日

（うち、3.4人が豊能町内、
1.7人が倶楽部前）

3.5人/日
（うち、2.5人が忍頂寺）

81：忍頂寺→彩都あか
ね→阪茨

6:51
7:45

23.8人/日
3.7人/日

（うち、1.6人が泉原、
1.2人が千提寺口）

0.1人/日
（全て彩都あかね３）

89：阪急茨木→車作→
千堤寺

7:28
8.19

19.9人/日
3.9人/日

（うち、2.5人が車作、
1.4人が安元）

5.7人/日
（うち、3.9人が忍頂寺小）

81：阪茨→彩あ→忍寺
→上音羽→希望東

17:46
18:51

19.5人/日 0.8人/日
（うち、0.8人が彩都あかね３）

5.6人/日
（うち、希望ヶ丘東が2.4人、

0.7人が泉原）

81：忍頂寺→彩都あか
ね→阪茨

15:05
15:59

19.3人/日
5.8人/日

（うち、2.2人が忍頂寺、
2.1人が泉原）

1.7人/日
（うち、1.3人が馬場、0.3人が免山）

81：希望東→上音羽→
忍寺→彩あ→阪茨

16:21
17:33

18.7人/日
2.5人/日

（うち、0.8人が千提寺口、
0.5人が忍頂寺）

0.1人/日
（全てが彩都あかね３）

【３】公共交通の利用状況（便別利用状況：平日の乗車実績上位６便）
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・鉄道駅に接続する便の利用が多い。
・朝夕の時間帯に利用が多い。



【３】公共交通の利用状況（忍頂寺車作線の便数と乗降実績・平日）

廃止区間 廃止区間

・便数と利用者数が比例しているとは言えない。
・山間部では比較的小学校近辺の停留所において乗降が多い。
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運行便数 利用状況

清溪小学校

忍頂寺小学校

清溪小学校

忍頂寺小学校



【３】公共交通の利用状況（廃止路線バスの利用実績・休日）

・通学バスが運行していないため、運行が無い地域が生じている。
・忍頂寺での乗降が見られる。

廃止区間 廃止区間

運行便数 利用状況
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清溪小学校

忍頂寺小学校

清溪小学校

忍頂寺小学校



【３】公共交通の利用状況（忍頂寺車作線：バス停別の平均乗降者数/平日）

バス停名 一日当たりの便数と乗車・降車の人数
（上記のうち、通学便の便数と乗車・降車の人数）

○ 小学生（○名）が利用するバス停

小学校最寄りのバス停

凡 例

廃止予定の停留所

銭原 便数：１　乗：0.1　降：0.1
（うち、通学補助 便数：１　乗：0.1　降：0.1 ）

銭原クラブ前 便数：２　乗：0.5　降：0.3　　
（うち、通学補助 便数：２　乗：0.5　降：0.3 ）

車川庄　①↓ 便数：２　乗：0.9　降：0.7
（うち、通学補助 便数：２　乗：0.9　降：0.7 ）

稲葉庄 便数：２　乗：0　  降：0
（うち、通学補助 便数：２　乗：0　  降：0 ）

長谷口　③↓ 便数：２　乗：2.6　降：2.0
（うち、通学補助 便数：２　乗：2.6　降：2.0 ）

下音羽　②↓ 便数：２　乗：1.7　降：1.4
（うち、通学補助 便数：２　乗：1.7　降：1.4 ）

忍頂寺 便数：11   乗：9.0　降：14.2
（うち、通学補助 便数：４　　乗：4.4　降：5.9 ）

忍頂寺小学校前 便数：４   乗：4.2　降：4.0
（うち、通学補助 便数：４ 　乗：4.2　降：4.0 ）

寿命院前 便数：４   乗：0.0　降：0
（うち、通学補助 便数：４　 乗：0.0　降：0 ）

安元　③↑ 便数：４   乗：1.4　降：2.0
（うち、通学補助 便数：４　 乗：1.4　降：2.0 ）

板谷 便数：４   乗：0.0　降：0
（うち、通学補助 便数：４　 乗：0.0　降：0 ）

車作クラブ前 便数：４   乗：0  　降：0
（うち、通学補助 便数：４　 乗：0  　降：0 ）

車作　③↑ 便数：乗６/降７   乗：4.7　降：2.7
（うち、通学補助 便数：4            乗：2.6　降：2.1 ）

大岩口 便数：９　乗：0.0　降：0.0
（うち、通学補助 便数：１　乗：0   　 降：0 ）

ダムパークいばきた前 便数：9   乗：0.5　降：0.8
（うち、通学補助 便数：１　 乗：０　   降：0.0）

生保　②↓ 便数：9   乗：２.0　降：1.5
（うち、通学補助 便数：１　 乗：0  　 降：1.0 ）

大門北 便数：９   乗：7.6　降：5.5
（うち、通学補助 便数：１　 乗：0     降：0.0 ）

 
大門南 便数：９   乗：0.4　降：0.1

（うち、通学補助 便数：１   乗：０　   降：０ ）

奥垣内 便数：９　乗：1.8　降：0.3
（うち、通学補助 便数：１　乗：0  　 降：0.3 ）

桑原 便数：９　乗：2.3　降：2.3
（うち、通学補助 便数：１　乗：0   　降：1.0 ） 13

上音羽　③→ 便数：乗４/降５　乗：1.0　降：0.6
（うち、通学補助 便数：乗０/降１　乗：ー    降：0.5 ）

倶楽部前 便数：５　乗：1.7　降：0.3
（うち、通学補助 便数：１　乗：0   　降：0.2 ）

上音羽口 便数：５　乗：0.1　降：0.1
（うち、通学補助 便数：１　乗：０　   降：0.0 ）

泉原上 便数：５　乗：0.1　降：0.0
（うち、通学補助 便数：１　乗：０　   降：０ ）

千提寺口 便数：14          乗：2.9　降：3.6
（うち、通学補助 便数：乗３/降２　乗：0.0　降：０ ）

泉原 便数：８　乗：4.8　降：4.2
（うち、通学補助 便数：１　乗：０　   降：2.7 ）

南条 便数：８　乗：1.2　降：0.3
（うち、通学補助 便数：１　乗：0.0　降：0.0 ）

免山　①↑ 便数：８　乗：1.9　降：1.5
（うち、通学補助 便数：１　乗：0.6　降：０ ）

庄の本 便数：８　乗：0.5　降：0.7
（うち、通学補助 便数：１　乗：０　 降：０ ）

馬場　③↑ 便数：８　乗：4.3　降：3.3
（うち、通学補助 便数：１　乗：2.1　 降：０ ）

彩都あかね３ 便数：乗８/降７　乗：0.9　降：1.0
（うち、通学補助 便数：ー　         乗：ー　  降：ー ）

彩都あかね２ 便数：７　乗：0.3　降：1.0
（うち、通学補助 便数：ー　乗：ー　 降：ー ）

彩都あかね１ 便数：７　乗：0.1　降：0.3
（うち、通学補助 便数：ー　乗：ー　 降：ー ）

彩都あかね口 便数：７　乗：0.0　降：0.0
（うち、通学補助 便数：ー　乗：ー　 降：ー ）



【４】市の取組状況（茨木市総合交通戦略 令和７年３月改定）
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■予約型あい乗りタクシー
「おとわ号」試験運行（主催：茨木市）

【概要】市が車両を貸切（無料乗車）、
会員登録、事前予約制、
地域で予約集約・配車依頼

【目的】新たな移動手段の検証
・地域との役割分担、移動ニーズの確認

【運行】地域との意見交換により運行内容を決定

令和４年10月11日～11月29日
（毎週火・金曜日）

定時定路線の行き２便・帰り２便
（１日２往復）※予約に応じて運行

乗降場所：地域内に集会所等５箇所、
アル・プラザ茨木

【結果】日常的に複数名が利用
➡ 乗合型交通が成立する可能性有。

配車担当の負担が大きい。 15

【４】市の取組状況（地域との交通検討）
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【４】市の取組状況（地域との検討）

地区 検討開始時期・協議回数※ 移動に関する困り事

上音羽 R３年（2021年）６月・８回 自家用車が利用できない方への対応（数名）

（山三地区） R５年９～10月・15自治会 おとわ号の結果共有及び移動手段検討の声掛け

泉原 R５年（2023年）11月・４回 地域内からバス停までの移動（数名）

安元 R５年（2023年）12月・８回 自家用車が利用できない方への対応（数名）

千提寺 R６年（2024年）７月・１回 ―

銭原 R７年（2025年）12月・３回 自家用車が利用できない方への対応（約10名）

（令和８年３月末時点）

【路線バスに対する意見】
・利用者は少ないが、通勤や小学校への通学に利用している。
・これまでの減便や廃線により、生活する上で頼れなくなった。
・地域にバス停はあるが、路線バスを利用せず、自家用車を利用している。

【タクシーに対する意見】
・普段は自家用車を利用しているが、緊急時は頼りたい。確実に配車して欲しい。
・時々、タクシーを見かける。

※会議を開催した回数であり、地元役員や関係機関等との個別調整等は除く。
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■安元相乗りタクシー実証実験
（主催：安元相乗りタクシーの会）

【概要】有償（利用人数で割勘）、
会員登録、事前予約制、
地域で予約集約・配車依頼

【目的】相乗りタクシーによる利便性向上検討
実現性や効果の確認

【運行】移動に困っている方へのヒアリング結果
を踏まえ、地域と運行内容を決定

令和７年11月１日～令和８年３月31日
（毎週水・土曜日）

定時の行き１便・帰り１便（１日１往復）
※予約に応じて運行

乗降場所：自治会集会所
フレンドマート茨木サニータウン店

【結果】５ヵ月間で申込は２名のみ。
（申込後、キャンセルされ運行実績無し。）

➡令和８年３月末で実験中止。
運行内容に問題は無いが利用ニーズが少ない。 18

【４】市の取組状況（地域との検討）



【４】市の取組状況（地域との検討）

【山間部の状況】
日常の移動は、自家用車が中心。自家用車が利用できない方は、家族・友人等の

送迎や、路線バスで移動している。
今後、自身や家族等の高齢化に伴い、自家用車が利用できなくなった時の不安を

感じている方が増えており、交通手段を検討したい。

【主な意見交換の内容（➡は市意見）】
①コミュニティバスや乗合型交通を山間部全体で導入して欲しい。
➡利用ニーズに応じて、運行時刻・車両の大きさ・経路等が決まる。自治会単位で始めたい。

②地域住民が運転を担うことはできない。事故が生じた際、地域の人間関係に影響する。
➡住民が運転する方法も選択肢の１つであるが、バスやタクシーから検討したい。

③現時点で移動に困っている人は少ないため、数年後を想定して検討したい。
➡困っている人への対応と合せて、将来についても考えていきたい。

④バス停までの移動が困難。
➡交通手段の検討と合せて、乗降場所も検討が必要。路線バスと競合しないものを考えたい。

⑤ある程度の負担は仕方ないが、運賃が安くないと利用しない。
➡交通サービスを検討した後、利用者の負担を検討したい。目安はバス以上タクシー未満。

⑥高齢者であり、運転できているが、数年後は何か移動手段があれば良い。
➡運転できなくなった時の準備運動として、地域の検討に参加いただきたい。 19



【４】市の取組状況（タクシー事業者へのアンケート）

アンケート
結果

配車件数
（1ヵ月間）

山間部
配車課題

山間部
対応余地

支援策 自由意見

東京日本交通 不明
迎車距離が長く採算
が合わない

ある（他地区
の経験有）

・迎車補助
・稼働能力を
プールする
必要有

事業者に経済的な負担
を求めるやり方では前
進しない

国際興業大阪 １件未満
迎車距離が長く採算
が合わない

迎車距離から
難しい

・迎車補助
迎車先までの運賃補填
があれば対応可

阪急タクシー １件未満

迎車距離が長く採算
が合わない 減車による車

両不足のため
難しい

・迎車補助
・運賃助成
・拠点送迎
・ミニバス等
でルート送迎

タクシー配車について
は、左記のとおりであ
るが、利用が見込める
のであれば検討可利用頻度が少なく、

運行効率が悪い

ひかり交通 40件以上
迎車中にキャンセル
されることがある

保有台数から
難しい

・運賃助成
・乗車券等の
配布

ー

北摂交通 １～５件

利用頻度が少なく、
運行効率が悪い 車両数が少な

く難しい
・迎車補助
・運賃助成

ー
迎車中にキャンセル
されることがある 20

■茨木市北部（山間部）におけるタクシー配車実態調査（実施者：大阪タクシー協会）令和７年11月調査



※目的地や利用実態から直ちに統合させることは難しいため、
個別に代替交通を考えるところから着手

【５-１】短期の対応
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【廃止路線・区間の利用状況】（P9～P13）
・平日の主な利用は、小学生が通学で利用されている。
・通学利用を除いた場合、バス車両ほどの輸送力は必要ない。

【通学手段としての対応】
教育委員会と連携し、路線バスの代替交

通を検討・確保する。

【地域ニーズ】（P15～P19）
（実験結果）
・上音羽での実証実験（タクシー車両による事前
予約制の定時定路線、料金は無料）により、日
常的に複数名の利用が有り、乗合型交通が成立
する可能性を確認できた。

・安元での相乗りタクシーの実証実験（事前予約
制のタクシー利用、料金は有償）により、５ヵ
月間で２名から各１回の申込があったものの、
相乗りが不成立となり、運行実績は無い。

（意見交換会）
・自家用車による移動が最も便利な状況。

・地域住民が路線バスの代替手段となる運転を担
うこと（自家用有償旅客運送）は難しい。

・引き続き、丁寧なニーズ把握が必要。

【生活手段としての対応】
通学目的を除いた路線バスの利用実績か

らタクシーによる代替交通を確保する。
乗合交通の導入に向けた地域との検討を

継続する。
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上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 上期 下期 4 5 6 7 8 9 10 11 12 1 2 3

★

試行開始

検証

▲ ▲ ▲ ×

減便 減便 減便（銭原系統は廃止） 廃止

フェーズ 共助の可能性、ニーズ把握、交通モードの検討 事業スキームの構築 実施

代替交通手段の検討

　　項目 上期 下期

年度　　 R３年度 R４年度 R５年度 R６年度 R8年度 R9年度

山間部における【阪急バス】の動向

関
係
機
関
調
整

タクシー事業者
（ヒアリング：市内４社、アンケート：５社）

阪急バス

大阪運輸支局

地域公共交通会議

地
域
住
民

山三地区への報告

地域毎の意見交換

住民説明会

R７年度

タウンミーティングは継続

説明会意見を踏まえ精査

廃止届：運輸局に

６か月前迄に提出

ヒアリング アンケートヒアリング

市附属機関に位置付け 第１回:方向性確認 第３回：代替交通の決定第２回：対策案の提示

実証実験：上音羽 実証実験：安元

5月1日9・10月9・10月

【５-１】短期の対応（スケジュール）
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【１】短期の対応
・継続した地域との交通検討
・通学手段の運行状況

【２】北部地域のまちづくり
・『ダムパークいばきた』の取組
・彩都事業や茨木箕面丘陵線の整備

【３】交通事業者の動向
・路線バス運転手の確保状況
・タクシーの利用状況
・路線バスとの乗継拠点整備

【山間部の交通手段を導入】
・上記の１～３を踏まえた検討
・地域公共交通計画の策定と併せ、
国庫補助金の活用も検討

【５-２】中・長期の対応


